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　2005年のチューリング賞は、デンマークのコペンハーゲン大学の名誉教授であるPeter Naur 博
士に授与されることが発表された。「チューリング賞」は、コンピュータサイエンス分野における最も





























ったことである。Naur 博士は、1986 年の IEEE



























士、1977年の同賞の受賞者でもある John Bacus 博
士もこのALGOL60 の設計に多くの影響を与えた
と言われている。
　例えば、Naur 博士がBacus 博士と共に考案し、
現在でもコンピュータサイエンスを学ぶ学生の必
修項目となっているバッカスナウア記法（Bacus-
Neur Form）と呼ばれるものがある。これはもと
もとALGOL60 の定義に利用されたが、一般的に
プログラミング言語の定義のための基礎となる考
え方を示すものである。また、ALGOL60で言語仕
様に入れられた「構造化プログラミング」や「再
帰呼び出し」と呼ばれる考え方は、後のPascal や
Ｃ言語といった主要なコンピュータ言語に受け継
がれ、現在あらゆるソフトウエアに影響を与えて
いると言える。
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